
　　第１章　　総　則

　（総則）

第１条    学則第９条及び第11条に基づき、授業科目の履修方法、単位修得の認定及び教育課程

　修了の認定等必要な事項を定める。

　　第２章　　授業科目の履修

　（履修の原則）

第２条      学生は、別表第１から第２に定める授業科目を履修し、所定の単位を修得しなければ

ならない。

　（履修しようとする科目の登録）

第３条　学生は、履修しようとする科目について、毎学年始めの指定期間内に、履修科目登録

　票を教務課に提出しなければならない。

２　正当な理由がなく、定められた期間内に前項の手続きを怠った者は、受講することができ

　ない。

３　既に提出した履修科目登録票は、定められた期間以外は変更することができない。

４　授業科目によっては、やむを得ない場合において履修を制限することがある。

５　授業科目の一部については、年度によっては開講しないことがある。

　（履修制限）

第４条　各学年の履修登録単位数の上限は半期30単位、通年48単位までとする。ただし、卒業

　要件の単位数に含まない授業科目は除く。

２　進級基準については別に定める。

３　上学年次の授業科目を履修することはできない。ただし、留年生(２年次)については、上位

　ができる。

　　第３章　　単　位

　（卒業に必要な単位数）

第５条　学則第１８条に基づき卒業に必要な単位数は、次表によるものとする。

１．機械システム工学科

  共通教育科目  専門教育科目

 必修科目 １４単位 ５６単位 ７０単位

選択必修科目 ９単位 ９単位

 選択科目 ４５単位以上

合　　　　計
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４５単位以上

  学年次(３年次)の履修科目のうち、選択科目について10科目(20単位)を上限として履修すること

１２４単位以上



２．交通機械工学科

（1）先端交通・航空宇宙コース

  共通教育科目  専門教育科目

 必修科目 １４単位 ６６単位  　 ８０単位

 選択科目 ４４単位以上

（2）自動車コース

  共通教育科目  専門教育科目

 必修科目 １４単位 ６６単位  　８０単位

 選択科目 ４４単位以上

　　

３．建築・設備工学科

  共通教育科目  専門教育科目

 必修科目  １４単位 ６５単位 ７９単位

 選択科目 ４５単位以上

４．情報ネットワーク工学科

  共通教育科目  専門教育科目

 必修科目 １４単位 ６０単位 ７４単位

選択必修科目 ４単位 ４単位

 選択科目 ４６単位以上

     

５．教育創造工学科

  共通教育科目  専門教育科目

 必修科目 １２単位 ４４単位 ５６単位

選択必修科目  １８単位  １８単位

 選択科目 ５０単位以上

　（単位修得の認定）

第６条　各授業科目を履修し、かつ試験に合格した者に対し、当該授業科目を担当した教員が

　所定の単位修得を認定する。

　（既得単位の取扱）

第７条      既得単位は、取り消し又は更新することができない。

　　第４章　　学習の評価

　（学習評価の判定）

第８条　学習の評価は、試験、平常の学習状況及び論文等により判定する。

　（試験）

第９条　試験は、学期末に行う。ただし、授業科目によっては、随時試験を行うことがある。

４６単位以上

１２４単位以上

１２４単位以上

合　　　　計

５０単位以上

合　　　　計

合　　　　計

４４単位以上

合　　　　計

４５単位以上

１２４単位以上

 １２４単位以上

合　　　　計

１２４単位以上
４４単位以上



２　演習・実験・実習・製図及び体育実技等の科目については、前項以外の方法によって試

　験にかえることができる。

　（受験資格）

第１０条　次の各号の一に該当する場合は、試験を受けることができない。

　(１)　試験を受けようとする科目について、履修科目登録表に登録していないとき

(２)    試験を受けようとする科目について、出席時間数が３分の２に満たないとき（実験・

実習等については、別に定める）

　(３)　定められた期日までに授業料その他納入金及び科目等履修料を完納しないとき

　(４)　学生証を所持していないとき

　(５)　正当な理由がなく、試験開始後３０分以上遅刻したとき

２　不注意により学生証を不携帯のまま登校したときに限り、仮学生証の交付をうけることが

　できる。ただし、仮学生証の有効期限は、当日限りとする。

　（不正行為）

第１１条      試験中に不正行為を行った者に対しては、試験期間中の全科目を無効とし、停学を

　命ずる。

　（成績の評価）

第１２条　学則第１６条に定める試験等の評価は、次の区分とする。

  　(ﾛ) 優　　　80点～89 点

　　(ﾊ) 良　　　70点～ 79 点

  　(ﾆ) 可　　　60点～ 69 点

  　(ﾎ) 不可　　59点以下

　（ＧＰＡ）

第１２条の２　ＧＰＡは、授業科目の成績評価に対するグレードポイント（以下「ＧＰ］という。）

　を定め、それに各授業科目の単位数を乗じ、その総和を履修した科目の総単位数で除する成績

　係数とする。

２　ＧＰ及びＧＰＡの算出式等は次のとおりとする。

　（1）成績表示に対するＧＰは、次のとおりとする。

　（2）ＧＰＡは次のとおり算出する。

　　　　ＧＰＡ＝[（科目の単位数）×（その科目で得たＧＰ）]の総和÷履修した科目の単位

　　　の総和

　（3）ＧＰＡの計算には、卒業に必要な単位として加算されない科目及び認定科目は含まない。

　（4）再履修する授業科目のＧＰＡの計算は、再履修して修得した成績（成績評価と単位数）で

　　　計算する。再履修前の成績（成績評価と単位数）は、ＧＰＡの計算に含めない。

　（5）ＣＡＰ制について

  　(ｲ) 秀　　　90点～100 点

成績評価 ＧＰ
秀 4.0
優 3.0
良 2.0
可 1.0

Ｅ（再履修） 0
Ｍ（未履修） 0



　　　 第４条により、履修登録の単位数上限は半期30単位、年間48単位とし、ＧＡＰの対象と

　　　なるすべての科目がＣＡＰ制の対象となり、成績優秀者(直近１年間の成績発表時におけ

　　　るＧＰＡが3.00以上の者)については、次年度この単位数が４単位引き上げられる。

　（修学指導及び退学勧告）

第１２条の３　各学年終了時におけるＧＰＡが1.0未満の者に対しては、単位不足のおそれがある

　者として修学指導を行う。

２　前項の修学指導を行ったにもかかわらず改善が見られない場合には、成業の見込みがない者

　として退学を勧告することがる。ただし、疾病等による休学等正規の手続きを経た者について

　は、この限りではない。

　（追・再試験）

第１３条　病気その他やむを得ない理由により試験を受けられなかった者に対して、授業科目

　担当教員が必要と認めたときは、その年度に限り追試験を行うことができる。追試験を受け

　ようとする者は、その理由を証明する書類を担当教員に提出し許可を受けなければならない。

２　試験に不合格になった者に対して、授業科目担当教員が必要と認めたときは、その年度に

　限り再試験を行うことができる。

　（追・再試験の得点限度）

第１４条　追・再試験における得点限度は次のとおりとする。

　　(ｲ) 追試験　　100点

　　(ﾛ) 再試験　 　70点

　（追・再試験料）

第１５条      追試験料は、１回につき1,000 円とする。再試験料は、１回につき2,000 円とす

　る。

　（追・再試験申告票）

第１６条      追・再試験を受ける者は、試験当日に当該科目担当教員に、追・再試験申告票を提

　出しなければならない。

　　　  附　則

  この規程は、平成５年４月１日から施行する。この規則施行の際、平成４年度以前の入学者

については、第５条の規則にかかわらず、なお、従前の例による。

　　  　附　則

　この規則は、平成９年４月１日から施行する。

　　　  附　則

　この規則は、平成10年４月１日から施行する。この規則施行の際、平成９年度以前に入学

　した学生に対するこの規則の適用については、なお、従前の例による。

　　  　附　則

　この規則は、平成11年９月30日から施行する。

　　　  附　則

　この規則は、平成13年４月１日から施行する。

　　  　附　則

　この規則は、平成14年２月28日から施行する。ただし、環境共生工学科及び学科名称変更

　については、平成14年４月１日から施行する。

　　　  附　則



　この規則は、平成15年12月25日から施行する。

　　  　附　則

　この規則は、平成16年４月１日から施行する。

　　　  附　則

　この規則は、平成18年４月１日から施行する。

　　  　附　則

　この規則は、平成19年４月１日から施行する。

　　　  附　則

　この規則は、平成20年４月１日から施行する。

　　    附　則

　この規則は、平成21年４月１日から施行する。

　      附　則

　この規則は、平成22年４月１日から施行する。ただし、環境共生工学科については、なお

　従前の例による。

        附　則

　この規則は、平成23年４月１日から施行する。ただし、環境共生工学科については、なお

　従前の例による。

        附　則

　この規則は、平成24年４月１日から施行する。ただし、環境共生工学科については、なお

　従前の例による。

        附　則

        附　則

        附　則

        附　則

        附　則

        附　則

　この規則は、平成31年４月１日から施行する。

　この規則は、平成30年４月１日から施行する。

　この規則は、平成26年４月１日から施行する。

　この規則は、平成27年４月１日から施行する。

　この規則は、平成28年４月１日から施行する。

　この規則は、平成29年４月１日から施行する。
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